
＊連絡先：角田秀子（つのだひでこ）　chupu64@yahoo.co.jp　090‐5763‐9147
主催：ことりさんの会 （シュタイナー学園教職員の自主活動です）

募集の詳細

◎対　象 ： 2026年度小学1年生か2年生で“発達が気になる”お子さん、
 　  補助の先生がいると安心なお子さん

◎実施日 ： 土曜日、月に1～2回程度

◎内　容 ： フォルメン、リズム運動、素話、音楽（全部で1時間30分の学びになります）

◎会　場 ： 学校法人シュタイナー学園（名倉）　
　　　　　※詳細は後日お知らせします

◎下記の問合せフォームよりお問合せください 
　  https://forms.gle/kcgRVHiyCx8rbqhd9
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…… そうした難しさを抱えている子のために、
2021年度から藤野で始まり、今年で6年目を
迎えようとしています。
細やかな目で一人一人に寄り添う補助の先生が
子どもたちの学びをサポートします。

静かな環境の中で、各々のあり様を受け入れて行われる学びは
内面を穏やかにしてくれます。
そしてその内面の静けさから、その人本来の力が育まれていきます。
ことりさんでは、一緒に学ぶ2026年度の1・2年生を募集しています。
緑豊かな藤野の静けさの中で、ひとときを過ごしてみませんか。



中央本線『藤野』駅から
・『名倉循環』バスにて13分『シュタイナー学園前』下車1分
・車15分
・徒歩1時間

学校法人シュタイナー学園 （名倉校舎）

「ことりさん」保護者の声

アクセス

所在地：神奈川県相模原市緑区名倉2805-1

2021年よりスタートした、発達が気になる子、成長に凸凹がある子のための
シュタイナー教育 土曜クラス「ことりさん」。

実際に子どもを通わせている保護者の声をご紹介します。

シュタイナー学園 （名倉校舎）
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葛原神社 「シュタイナー学園前」
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藤野

　感覚の過敏さがあり、集団の中に入ることや人前で発表

することが苦手な息子が、今年「ことりさん」に入り3年目を

迎えました。

　いつもと違う環境になる行事の時は、まず部屋に入るこ

とが難しく、失敗を極端に恐れ、母である私から離れられ

ないことが多い息子。ですが今年の夏の祝祭では、クラス

メイトと共に役割を決め、音楽の中でどの音を鳴らすかを

楽器の響きから導き出し、見事に自分の役目を果たすこと

ができました！ また、授業では先生の話に耳を傾け、視覚

情報の認識が不得意の息子が集中して神秘的な色彩の中

に浸り、彼らしいエポックノートを作り上げることができて

います。息子の中で、授業で得た学びが心を耕してくれて

いることを実感しています。

　細やかな配慮の中、シュタイナー教育を受けることがで

きることりさんクラスに心から感謝しています(Mさん)。

「学びが心を耕していることを実感」

　自閉症を抱える息子が公立の小学校での生活に馴染め

ず、親子ともに学校に通う意味を見出だせない日々を送っ

ていました。フリースクールなども発達が気になる子の受け

入れをしているところはまだまだ少なく、どこかないかと探

していた時に「ことりさん」の存在を知りました。

　息子は聴覚過敏があり、小学校の音楽の授業でピアニ

カを吹く時など、音に堪えられず教室から飛び出してしま

うことがあります。ですが、シュタイナー教育の音楽は“静

けさ”を聴くことを大切にしていて、小学校とはまったく違

うその静かな時間を心地よく感じているようです。また、先

生方は子どもとの信頼関係を築くこと、その場に子どもが

慣れることをじっと待ってくださいます。

親以外に息子のことを一緒に考えてくれる人がいる、理解

しようとしてくれる人がいる…このこともとても嬉しく思っ

ています(Iさん)。

「静かな時間に心地よさを感じている」

　平日は地域の特別支援学校に通い、土曜日に「ことりさ

ん」の学びを受けに来ている娘。今年で3年が経ち、確かな

成長を感じています。

　さまざまな感覚過敏を持つ娘は、“安心感・信頼感・世界

にウェルカムされている心地よい感覚”がまずは何よりも必

要だと感じています。先生方が丁寧に作ってくださる空間

の中で、お話やフォルメン、音楽の授業を通じて、それらの

感覚を実感しているようです。授業の後は瞳が輝き、生命

力に満ちています。クラスメイトとも互いの存在を認め合

い、助け合い、必要とし合い、新しいクラスの子たちからも

たくさんの良い影響を受けているように思います。今後の

成長がますます楽しみです。

　親としても、ことりさんにはたくさんの勇気や優しさをい

ただいています。クラスに入る娘の後ろ姿、出てきた時の

笑顔。毎回、深い幸せを感じています(Aさん)。

「互いの存在を認め合いながら」

※ 日曜・祝日は、バスの運行がありません。ご注意ください


